
近年の国土交通省の取り組み ～大雪時の道路交通確保に対する考え方の転換～

道路や歩道を安全に通行できるように、落
下物や損傷などがないか巡視し、定期的に点
検を実施しています。
また、災害時や通行規制時には、差し迫っ
た危険の有無を点検しています。

道路の老朽化や損傷進行などを防ぐため、
路面、法面、橋梁、トンネルなどを点検し、道路
施設の維持・修繕を行うことで、安全で信頼性
の高い道路の保全に努めています。

冬期交通の安全性・快適性を確保するため、
雪崩・地吹雪対策、消融雪施設及び路肩拡幅
による堆雪帯確保など、雪に強い道路の整備
と適切な除雪を行っています。

雨量による通行規制

橋梁の塗装塗り替え

道路パトロール

トンネルのひび割れ補修

道路除雪（日東道）地吹雪防止柵の設置

日常管理と構造物修繕
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国土交通省では、「人命を最優先に、幹線道路上で大規模な車両滞留を徹底的に回避すること」を目標とし、道路利用者の行動変容を促す
ために、関係機関と連携し、企業や学校等をはじめ地域住民等に対して適切な情報提供を行っています。
羽越河川国道事務所管内では、日東道（荒川胎内IC～朝日まほろばIC間）と国道7号（村上市大須戸～上大鳥間）が、大雪時に通行止めによ

る集中除雪を実施する場合のある「予防的通行規制区間」として、指定されています。これからは、大雪が予想される場合には、予防的な行動
で備えるようご協力お願いします。

至 新潟方面至 新潟方面

至 上越方面至 上越方面

大雪時にも
平時の行動で地域に混乱

大雪時には
予防的な行動で備える
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走行性や時間信頼性の向上

機能の維持

冬期の交通確保




